
総合周産期母子医療センター

と小児医療センターが

新しくなりました。

2019年6月14日に、総合周産期母子医療センターが

MFICU 9床・一般床30床に増床となりました。

入院棟A・3階南病棟と北病棟を合わせた全体が新装され、

母児にとってより快適な空間に生まれ変わりました。
広い空間を確保したNICU

プライバシーにも配慮したGCU
GCU ご家族とゆっくり過ごして

退院の準備ができます

ゆったりとした産科個室

小児の集中管理を行うPICU

（安全性を確保するため移転当初はNICU 15床、GCU 21床、PICU 

8床から運用を開始し、段階的に体制を整え、1年後には全ての病床

が稼働する予定です。）

2019年6月に小児・新生児集中治療部の小児ICU系部門が

入院棟A・2階の新装した病棟に移転しました。

新生児特定集中治療室（NICU）は21床、

新生児回復期治療室（GCU）は36床、

小児集中治療室（PICU）は12床に増床となります。


